
 

 

 

 

 

 

 

 

  

ＯＤＦ解析におけるＶｏｌｕｍｅＦｒａｃｔｉｏｎと方位密度 
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概要 

 極点図から方位密度を求める場合、ＸＲＤでは、極点測定が行われる。 

 極点測定では、通常α方向、β方向のステップ間隔は５度で測定が行われている。 

 この測定ステップ間隔とＯＤＦ解析時のステップ間隔は同一でＯＤＦは（φ１，Φ、φ２）は 

（１９、１９，１９）データで表現される。 

求める方位がこのＯＤＦの格子点からずれると正確な方位密度は求められません。 

 一部のＯＤＦソフトウエアでは、格子点密度の補間がおおなわれています。 

 

 本資料では｛１１０｝＜００１＞、｛１１１｝＜１１２＞、｛３２２｝＜２３６＞に関して 

 方位密度の関係を評価します。 

 VF%＝３３％で３方向ｅｕｌｅｒ角度の広がりをＦＷＨＭ＝５ｄｅｇとして計算 

 

 ＶＦ％が同一であれば、方位密度は 

 ｛１１０｝＜００１＞：｛１１１｝＜１１２＞：｛３２２｝＜２３６＞ ＝４：２：１である。 

 この評価を各種ＯＤＦソフトウエアで行ってみます。 

  

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



データ作成 

ｓｔｅｐ＝５ｄｅｇ 

 cs = crystalSymmetry('cubic') 

    ss= specimenSymmetry('triclinic') 

 odfr = uniformODF(cs,ss) 

 psi = vonMisesFisherKernel('HALFWIDTH',5*degree) 

 ori = orientation.byMiller([1,1,0],[0,0,1],cs,ss) 

 odfg = unimodalODF(ori,psi) 

 ori223 = orientation.byMiller([2,2,3],[3,-6,2],cs,ss) 

 odf223=unimodalODF(ori223,psi) 

 ori111 = orientation.byMiller([1,1,1],[-1,-1,2],cs,ss) 

 odf111=unimodalODF(ori111,psi) 

 odf=odfr+33*odfg+33*odf223+33*odf111 

 h = { Miller(1,1,0,cs), Miller(2,0,0,cs),Miller(2,1,1,cs)} 

 rpf=calcPOleFigure(odf,h) 

  

（１９，１９，１９）の格子点 ODFから計算された極点図 

 

対称極点図を処理（ＰＦＲｏｔａｔｉｏｎによるＯｒｔｈｏｒｈｏｍｂｉｃ化） 

 

 

この完全極点図から各種 ODFで解析比較を行う。 

 

 

 

 

 



方位密度計算 

 各種 ODFの Exportｄェータより 

  

  

 計算方位を選択 

  

 等価な方位も計算 

  



ＭＴＥＸで解析 

 

 

ＧＰＯＤＦＤｉｓｐｌａｙによる方位密度計算（近傍の格子点密度） 

 

 



ＬａｂｏＴｅｘで解析 

 

 

  

 

 

 



ＴｅｘＴｏｏｌｓで解析 

 

 

 

 

 

 

 

 



ＳｔａｎｄａｒｄＯＤＦ 

 

 

 

 

 

 

 

 



ＭＴＥＸでＯＤＦ図を作成し、再計算極点図をＥｘｐｏｒｔし、完全極点図から各種ＯＤＦで解析した結果 

同一ＶＦ％で方位密度を求めると倍率は ４：２：１－＞１：０．５：０．２５が 

以下の結果になりました。 

 

ＴｅｘＴｏｏｌｓは完全極点図の場合、適切な値が求められる。 

ＳｔａｎｄａｒｄＯＤＦは最大方位密度が大きすぎるため、最大値が低く計算されています。 

ＯＤＦにおける広がりを極端に狭くした結果である。 

実際の測定では方位の広がりから重なりや方位のシフトが発生し、この比率がずれる可能性があります。 

 

等価方位の最大値に対して密度の規格化を行うと 

 

 

 

 ０．５：１：２の規格化を行った密度が得られます。 


